
 

 
 

 

 

令和元年産大麦出荷報告・令和２年産大麦栽培検討会が行われました。令和元年産の出荷量は

前年度対比179.4％、10ａ当たり収量は同比173.5％で、過去10年でどちらも最高となりました。 

大麦は大口町及び扶桑町で 76.5ha 作付けられ、水稲と組み合わせた特色のある経営が行われ

ています。令和元年産の栽培概況は、11 月の降雨が少なかったため、播種作業は順調に行われ、

生育は平年に比べ稈長が長く、穂長は同等で、穂数は多

くなりました。収穫作業は５月中旬から６月中旬に行わ

れました。 

この報告・検討会には実需者も参加しており「今年産

は出荷量が多く、タンパク質含量も良かった。今後も質

の良い物を多く出荷してほしい。」との意見がありました。

参加した農家からは「今後は面積拡大よりも、単収・品

質向上により収益向上を目指したい。」との声がありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

今年度知多地域では、稲ＷＣＳ（以下「ＷＣＳ」）が 30.4ha 栽培されています。ＷＣＳを利

用する畜産農家が、牛に給与する稲の収穫時の様子を確認するため、農業改良普及課は、東浦町

の耕種農家が栽培する専用品種「たちすずか」、「つきことか」、「つきすずか」の見学会を行

いました。 

知多地域では、今年度から新たに２品種のＷＣＳ栽培を始めるなど積極的にＷＣＳの生産・利

用を行っています。見学会で畜産農家は、「たちすずか」など専用品種の穂の小ささや、茎葉の

長さに関心を示すとともに、稲が機械で細かく

裁断されロール状になる様子にも興味を持って

いました。「収穫時の稲を確認することができよ

かった」、「穂が小さくとても使いやすそう」な

ど、ＷＣＳ専用品種への期待の声も聞かれまし

た。 

農業改良普及課は、今後もＷＣＳの栽培技術

や給与技術の指導を行うとともに、耕種農家と

畜産農家の連携を支援していきます。 

 

知 多 稲ＷＣＳ収穫見学会を実施

と き 

ところ 東浦町 

令和元年９月２５日（水） 
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尾 張 麦茶用六条大麦単収が過去１０年で最高に 

と き 

ＪＡ愛知北大口支店（丹羽郡大口町丸） 

令和元年９月１７日（火） 
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県、市町、ＪＡ、生産部会などで組織する「いちご産地活性化プロジェクトチーム」（以下「Ｐ

Ｔ」）で計画された研修農場として、待望のハウスが完成しました。今年度から、研修生４名の

うち２年コース２名が、一足早く完成した育苗ハウスで実習を行っています。農協組合長は「施

設の完成がゴールではなく、後継者育成のためのスタートラインにようやく立てました。」と話

し関係者の更なる協力を求めました。 

ＪＡあいち三河管内（岡崎市・幸田町）のイチゴ生産は、７０年近く続く歴史ある産地です。

今後、生産者の減少が予測される中、平成 28 年からＰＴで産地競争力を維持する方策が検討さ

れ、ＪＡあいち三河で新規就農希望者を募り、今年度からイチゴ栽培における知識と技術を習得

するための研修「いちご塾」を開始しました。 

「いちご塾」は生産部会が主体となって、受入農家での

実務実習を軸に、研修生に応じたカリキュラムで研修を行

うこととなっています。農業改良普及課は、研修の立ち上

げ準備から支援をしてきたほか、実習や講義の講師も務め

ます。研修施設が完成し、これからが本当のスタートとな

るので、関係市町、団体等との連携をさらに深め、担い手

の確保に努めます。 

 

 

 

 

 

 

農村輝きネット・豊田加茂は、令和元年度の地区研修会を開催しました。午前は、「技人（わ

ざびと）に技術を学ぼう」の題目で、「輝きネットあいちの技人」に新たに認定された永田美子

氏を講師として、モモの瓶詰加工実習を行いました。 

永田氏はモモ生産農家で、瓶詰加工の経験は豊富ですが、

加工実習の講師を務めるのは初めてでした。そのため、こ

の日に向けて永田氏が所属する「あすなろグループ」が協

力して、加工マニュアルの作成や実習手順の検討を重ねて

きました。当日は、瓶詰加工のポイントを解説しながら実

習を進めることができました。参加した会員は、規格外品

の有効利用方法に感心するとともに、自宅でも作ってみた

いとの感想が聞かれました。 

午後は、愛知県金融広報委員会の金融広報アドバイザー

を講師に迎え、「気を付けよう悪徳商法」の題目で寸劇を

交えながらトラブル対応策を学びました。 

 

西三河 ＪＡあいち三河いちご生産拠点研修農場完成 

と き 

ところ 岡崎市土井町 

令和元年１０月７日（月） 

と き 

ところ 豊田市浄水交流館（豊田市大清水町） 

令和元年９月１３日（金） 

農村輝きネット・豊田加茂、地区研修会を開催 豊田加茂 
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とうえい山菜王国研究会山菜部会（以下、部会という）は、新たな農産加工品を試作し、東栄

町観光施設「とうえい温泉」でお披露目会を開催しました。加工品は部会で栽培推進してきた山

ふきを醤油ベースで味付けした「野ぶき煮」で、温泉来場者に対し試食宣伝を行い、令和２年度

の本格生産に向け、部会員の意識が高まりました。 

「野ぶき煮」は醤油ベースで子供でも食べられるよ

う甘めの味付けとし、120ｇ袋と 160ｇ袋の２種類、約

250 袋を試作しました。 

これまでは製品化したらすぐに、東栄町内外の直売

所で販売をしてきましたが、今回は、部会活動の見え

る化と部会員の親睦をかねて、とうえい温泉でお披露

目会を開催することになりました。当日は、部会員、

町及び県（農業改良普及課）が温泉に来場されたお客

さんに対して試食をお願いし、意見等を伺いました。 

農業改良普及課では、山菜の生産振興はもとより、

今回のような消費者交流の場が重ねられるよう支援

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ豊橋桃部会が出荷反省会を開催し、今年の販売を振り返りました。全体の販売金額は前年

比118％、出荷数量は前年比104％で、高齢により部会員が減少している中で前年以上の好調な結

果を収めることができました。 

当産地は、栽培面積約６ha の小規模な産地ですが、リーダー農家を中心にほ場巡回や研究会

で技術指導や情報交換を活発に行っています。 

毎年多発していたせん孔細菌病対策として、今年は春型枝病斑の早期切除技術に産地全体で取

り組んできました。農業改良普及課は、研究会で春型枝病斑について部会全員が理解できるよう

実物を見せながら切除の実演、適期防除の呼び掛けを行いました。その結果、収穫期までの発生

を少なく抑えることができ、増収につながりました。 

さらに、主力の「勘助桃」は、収穫の７月の曇雨天が糖度や着色に悪条件でしたが、梅雨明け

後には改善され大玉果が生産できました。 

 

 

新城設楽 「野ぶき煮」試作でお披露目会開催 

と き 

ところ とうえい温泉（東栄町下田） 

令和元年９月２８日（土） 

東三河 ＪＡ豊橋桃部会、出荷実績が好調！ 

と き 

ところ ＪＡ豊橋第六事業所（豊橋市石巻本町） 

令和元年８月２６日（月） 
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ＪＡ愛知みなみ田原洋菜部会では、ブロッコリー生産者の間で乗用定植機の利用が広まりつつ

あります。平成 29 年から令和元年９月までに４戸が導入しました。導入した生産者からは、作

業効率の向上、疲労の軽減に対して高い評価の声が上がっています。今後は規模拡大を目指す生

産者への普及拡大が期待されます。 

導入した４戸のうち３戸に共通する事項として、３ha 以上の経営面積を有していること、乗

用管理機やブームスプレーヤ等の乗用機械体系が整っていること、定植作業を行うのが主に女性

であることの３点が挙げられます。 

３ha の経営規模の生産者が慣行の歩行型の定植機で定

植作業を行うと、約１か月で合計 45km 以上も歩くことに

なるため疲労感は大きいものでした。そのため、乗用定

植機を導入した生産者からは「体が非常に楽になった」

との意見が多く聞かれます。 

農業改良普及課は、大規模化にともなう作業効率の向

上に向けて、乗用定植機の性能やより効率的な作業動線

をまとめ、生産者に周知していきます。 
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田 原 ブロッコリー栽培で乗用定植機の利用が広まる 

と き 

ところ 田原市野田町、大久保町 

令和元年９月２０日（金） 

\]^_`abcde


